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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　横材と左斜め部材と右斜め部材と連結材とを備え、横材は前後方向に延びる梁の下方に
梁と直交して左右方向に延びるとともに、屋根パネルの上面に固定してあり、左斜め部材
は梁の左側面と横材の左側上面との間に固定してあり、右斜め部材は梁の右側面と横材の
右側上面との間に固定してあり、連結材は梁の下面と横材の側面との間に固定してあるこ
とを特徴とする簡易建物の梁と屋根パネルとの連結具。
【請求項２】
　左右の斜め部材及び連結材は、梁の長手方向にスライド自在に係止して梁への取付位置
を前後方向に変更自在にしてあるとともに、横材の長手方向にスライド自在に係止して横
材への取付位置を左右方向に変更自在にしてあることを特徴とする請求項１に記載の簡易
建物の梁と屋根パネルとの連結具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えばカーポートなどの簡易建物の梁と屋根パネルとを連結する連結具に関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、上記した簡易建物の梁と屋根パネルとの連結具として、例えば特許文献１の如く
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、柱と柱から片持梁を形成し弦材を用いてトラス構造を形成することによって屋根部材を
片流れに支持するものが知られている。また、特許文献２の如く屋根パネルを梁の長手方
向の任意の位置に固定できるように設けて柱の立設位置の自由度を高めたものなども開示
されている。
【特許文献１】実開平２－１１８０６３６号公報
【特許文献２】特開２００２－２５６７２０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところが、上記した従来の簡易建物の梁と屋根パネルとを連結する連結具はいずれも柱
を少なくとも２本以上立設して梁材、横材を連結し、屋根パネルを支持するようにしたも
のであり、特に柱が１本しか立設できないような狭小地等に適用しようとすると屋根パネ
ルが不安定となり、風に煽られて回転したり、強固に安定して支持することができないと
いう問題があり、こうした問題を解決することが従来の課題となっていた。
【０００４】
　そこで本発明は、狭小地にも対応できるように１本の柱・梁だけで安定に設置すること
が可能な簡易建物の梁と屋根パネルとの連結具を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の請求項１に係わる連結具は、横材と左斜め部材と右斜め部材と連結材とを備え
、横材は前後方向に延びる梁の下方に梁と直交して左右方向に延びるとともに、屋根パネ
ルの上面に固定してあり、左斜め部材は梁の左側面と横材の左側上面との間に固定してあ
り、右斜め部材は梁の右側面と横材の右側上面との間に固定してあり、連結材は梁の下面
と横材の側面との間に固定してある構成を前述した従来の課題を解決するための手段とし
ている。
【０００６】
　本発明の請求項２に係わる簡易建物の梁と屋根パネルとの連結具は、上記した請求項１
の構成に加えて、左右の斜め部材及び連結材は、梁の長手方向にスライド自在に係止して
梁への取付位置を前後方向に変更自在にしてあるとともに、横材の長手方向にスライド自
在に係止して横材への取付位置を左右方向に変更自在にしてある構成としている。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の請求項１に係わる簡易建物の梁と屋根パネルとの連結具において、連結材は梁
の下面に固定して梁と連結材とで１辺を形成しており、且つ、連結材は横材の側面にも固
定してあり、そして左右の斜め部材はそれぞれ梁の左右の側面と横材の左右の上面との間
に固定してあるから、梁と連結材と横材と左右の斜め部材とで梁の左右方向に二つのトラ
ス構造を形成していることとなるから横材は梁に強固に連結固定されることとなり、且つ
、横材は屋根パネルの上面に固定してあるものであるから、１本の柱・梁だけであっても
屋根パネルを強固に固定することができるという格別の効果が得られるものである。
【０００８】
　本発明の請求項２に係わる簡易建物の梁と屋根パネルとの連結具において、上記した構
成としたので請求項１の効果に加えて、屋根パネルの取付位置を前後左右に変更が自在で
あるから、特に狭小地等に設置する場合に設置場所の状況に合わせて容易に屋根の位置を
調整変更することが可能であるという大きな効果が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本発明において簡易建物とはカーポート、サイクルポート、通路シェルター、エントラ
ンススペース等に適用される柱、梁と屋根パネルとで構成した建物である。
【００１０】
　以下、本発明を図面に基づいて説明する。
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【００１１】
　図１～図３は本発明に係わる簡易建物の梁と屋根パネルとの連結具の第一実施形態を示
しており、図４は第一実施形態の梁２と屋根パネルＰとの連結具１を適用した簡易建物Ｓ
の全体像を三面図で表わしている。図３は図４のＡ部を拡大した平面図であり、図１は図
３の正面断面図、図２は図３の右側面図である。
【００１２】
　図４に示す如く、本発明の第一実施形態の梁２と屋根パネルＰとの連結具１を適用した
簡易建物Ｓは地中に基礎を設けて立設した１本の支柱８の上端部に前方に突出するように
１本の梁２を固定してあり、梁２の前後２ヶ所に本発明の連結具１を適用して横材４の下
方に屋根パネルＰを取り付け固定しているものである。図１に示す如く支柱８と梁２との
連結部は補強材９及び支柱固定ボルト９１、梁固定ボルト９２を用いて強固に固定してあ
る。
【００１３】
　以下に、本発明の簡易建物の梁と屋根パネルとの連結具１の詳細について、図１～図３
で説明する。連結具１は前後方向に延びる梁２と、梁２の下方に梁２と直交する左右方向
に延びる横材４と、梁２の下面にねじ止め固定するとともに横材４の長手方向側面をねじ
止め固定する連結材３と、梁２の左側面と横材４の左側上面との間に固定する左斜め部材
５Ｌと、梁２の右側面と横材４の右側上面との間に固定する右斜め部材５Ｒとを備え、左
斜め部材５Ｌと連結材３と横材４の左側上面とが梁２の左側面とで左側のトラスを形成し
、右斜め部材５Ｒと連結材３と横材４の右側上面とが梁２の右側面とで右側のトラスを形
成しているものである。尚、第一実施形態の連結具１の左右の斜め部材５、５（５Ｒ、５
Ｌ）および、上記した如く形成される左右のトラスはいずれも左右対称に設けてあるので
、以下の説明では左側について省略し、右側の構成のみについて詳細に説明する。
【００１４】
　図２及び図３に示す如く、斜め部材５（５Ｒ）はステンレス線材製の略Ｖ字状（台形）
を為す部材であり、略Ｖ字の底にあたる部分（台形の短辺側）を横材側係合部５３として
横材４の右側上面に当接し、横材側固定具６２を冠せて、横材側固定具６２を横材４の上
方に横材４の長手方向に設けた固定具固定ボルト係合溝４２に係合する固定ボルト６２Ｂ
でねじ止め固定することによって横材側係合部５３を横材４に当接固定してある。そして
、略Ｖ字の二つの頂部間は連結してあって台形の長辺を形成してあり、これを梁側係合部
５２として梁２の右側面に当接するとともに、梁側固定具６１を側方から冠せて梁側固定
具６１の上部を梁２の右上端長手方向に設けた固定具係合溝２１に挿入係合せしめ、そし
て梁側固定具６１の下部を梁２の右側面に長手方向に設けた梁側固定ボルト係合溝２２に
係合する固定ボルト６１Ｂで梁２に側方からねじ止め固定することによって梁側係合部５
２を梁２の右側面に当接固定してある。また、図１及び図２に示す如く、連結材３はステ
ンレス板材を略Ｌ字状に折り曲げ成形した部材であり、折り曲げたコーナー部を梁２の下
面に当接するとともに横材４の長手方向に沿う方向に配置し、略Ｌ字の一辺を梁２の下面
に長手方向に設けた連結材固定ボルト係合溝２３に係合する梁固定ボルト３１で梁２の下
面にねじ止め固定するとともに略Ｌ字の他辺を横材４の側面に当接するとともに横材４の
長手方向に設けた横材固定ボルト係合溝４１に係合する横材固定ボルト３２で横材４をね
じ止め固定してある。
【００１５】
　本発明の第一実施形態の連結具１は上記の通りの構成としてあるので、梁固定ボルト３
１でねじ止め固定した連結材３と梁２とを一辺と為し、これと横材４と斜め部材５の弦部
５１とを他の二辺と為してそれぞれねじ止め固定してあることによって、これらはトラス
を形成することとなり、そして、上記した通り斜め部材５は略Ｖ字状を為して底部に当た
る横材側係合部５３を横材４の右側上面に固定してあるとともに二つの頂部に当たる梁側
係合部５２を梁２に固定してあるから、二つの弦部５１、５１を有する斜め部材５の略Ｖ
字の底部、即ち横材側係合部５３と略Ｖ字の二つの頂部、即ち梁側係合部５２の両端部と
、梁２の底面に固定した連結材３と横材４とを横材固定ボルト３２で連結固定している固
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定部との４つのポイントは丁度三角錐体の４つの頂点を為しており、即ち、三つのトラス
の集合体となるトラス構造体を形成していることとなり、従って、このトラス構造体の二
つの辺を為す梁２と横材４とは互いに捩れ方向の力を受けてもこれに十分耐えうる強固な
結合構造を形成していることとなるものである。
【００１６】
　本発明の第一実施形態の連結具１を適用した簡易建物Ｓは、上記した通り梁２に横材４
を強固に固定して設けた連結具１を利用するものであり、本実施例においては梁２の前後
２ヶ所に固定した横材４の下部に屋根パネルＰを固定することによって形成したものであ
る。更に詳しく説明すれば、梁２の前方に用いる連結具１は梁２の下面に取り付ける連結
材３の梁２への当接面から横材固定ボルト３２までの長さを梁２の後方に用いる連結具１
のそれよりも短くして屋根パネルＰに水勾配を設けるようにしてあり、屋根パネルＰは枠
材７３、７３、・・で枠組みしたものであって、横材４の下方に固定ねじ７１でねじ止め
固定したパネル固定具７にパネル固定ねじ７２で屋根パネルＰをねじ止め固定しているも
のである。
【００１７】
　先に説明した通り、本発明の第一実施形態の簡易建物の梁と屋根パネルとの連結具１に
おいて、斜め部材５の梁側係合部５２を固定している梁側固定具６１は上部を梁２の右上
端長手方向に設けた固定具係合溝２１に挿入係合せしめ、下部を梁側固定ボルト係合溝２
２に係合する固定ボルト６１Ｂで梁２にねじ止め固定しているものであるから梁２の長手
方向に摺動自在であり、また、連結材３を梁２に固定している梁固定ボルト３１は梁２の
下面に長手方向に設けた連結材固定ボルト係合溝２３に係合するものであるから、やはり
梁２の長手方向に摺動自在であり、従って、斜め部材５と連結材３とで固定してある横材
４は梁２に沿って摺動することによって梁２の長手方向に位置調整自在であり、よって、
横材４で支持している屋根パネルＰを梁２の長手方向、即ち図４の側面図に矢印で示した
如く屋根パネルＰの前後方向に位置調整自在としていることとなる。そして、横材４を一
方の上面で固定する横材側固定具６２は横材４の上方に横材４の長手方向に設けた固定具
固定ボルト係合溝４２に係合する固定ボルト６２Ｂでねじ止め固定したものであるから、
横材４は横材側固定具６２及び斜め部材５に対して横材４の長手方向に摺動自在であり、
また、横材４を梁２の下方で連結材３に固定している横材固定ボルト３２は横材４の長手
方向に設けた横材固定ボルト係合溝４１に係合するものであるから、横材４は連結材３及
び梁２に対して横材４の長手方向に摺動自在である。従って、横材４は斜め部材５に対し
ても梁２に対しても横材４の長手方向に摺動自在であるから、横材４で支持している屋根
パネルＰを横材４の長手方向、即ち図４の背面図に矢印で示した如く屋根パネルＰの左右
方向に位置調整自在としていることとなるものである。従って、本発明の第一実施形態の
簡易建物Ｓの梁２と屋根パネルＰとの連結具１は屋根パネルＰの取り付け位置を必要に応
じて前後左右に調整自在としているので、簡易建物Ｓの設置場所の状況に応じて屋根パネ
ルＰの位置を調整することができるという格別の効果を有するものである。
【００１８】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない
範囲で種々の変更が可能である。例えば、支柱は１本のみで立設した場合を例示したが、
複数の支柱を立設して設けた簡易建物に適用することも可能である。また、１本の梁に固
定する横材の数は適宜増減しても良い。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】図３に示した簡易建物の梁と屋根パネルとの連結具の正面断面図である。
【図２】図３に示した簡易建物の梁と屋根パネルとの連結具の右側面図である。
【図３】図４のＡ部を拡大した第一実施形態の簡易建物の梁と屋根パネルとの連結具の要
部を表す平面図である。
【図４】第一実施形態の梁と屋根パネルとの連結具を適用した簡易建物の三面図である。
【符号の説明】
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【００２０】
　１　　連結具
　２　　梁
　３　　連結材
　４　　横材
　５　　斜め部材
　５Ｒ　右斜め部材
　５Ｌ　左斜め部材
　６１　梁側固定具
　６２　横材側固定具
　８　　支柱
　Ｓ　　簡易建物
　Ｐ　　屋根パネル

【図１】 【図２】
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